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1は じめに
本 書 の 正 式 な タ イ トル は 『Summadeaτithmeticageometria.Pr(}
portioni,etproportionali㌻a』 で あ る。長 い タイ トル な の で、 一般 的 には
『Summa』 と通称 され る。 「Summa」 とは全 体、総 体 、集 大成 とい う意 味
で あ る。 わ が 国 で は 『算 術 ・幾 何 ・比及 び 比例 全 書1)』 『… 総論 』 『… 総
覧』 『数学 大全 』 な ど と訳 され るが、 『ス ンマ』 で呼 ばれ る こ とが 多い。 以
下 、本 稿 で は 『ス ンマ』 を使用 す るこ とにす る。
2世 界最古の複式簿記文献
全体は2部 に分かれてお り、第1部 では主 として算術(Arithmetica)、
代数(Algebra)、 第2部 では幾何(Geometric)に ついて論述 している。第
1部 の第9編 論説第11に 「計算 と記録 に関する詳説(Particularisdecom-
putiset6cripturis)」 とい うタイ トルで、198葉 裏か ら210葉 裏 までの13
葉 にわたって当時 ヴェネツィア商人が使用 していた複式簿記*に ついて組
織的で詳細な記述を行っている。この部分は一般的に 「パチ ョー リ簿記論」
と呼ばれ1)、 会計学史上極 めて重要 な文献 として世界的に有名 である。






らである。そのために著者のルカ ・パチ ョー リは、近代会計学の父(the
fatherofmodernaccounting)と 呼ばれている2)。
アメ リカの会計学者 リ トル トン(A.C。Littleton)は 、次の ように述べ
てい る3)。 「ある問題 について初めて書かれた著書が、その学問をその後
にわたってずっと支配す ることは、めったにないことである。以後150年
にわたってイギ リス、フランス、 ドイツ、イタリア、ベルギー、オランダ
ル クセ ンブルクに現われた簿記書は、良い もので もパチ ョー リ簿記論の改
訂であ り、最悪の ものになると原著者に ことわ りもなくそのまま転記 した
ものに過 ぎない」。そ して驚 くことに、『スンマ』 に論述 された複式簿記
は、ほ とん どそのままの形で現代の簿記 システムに反映 され、現代の企業
において使用 され てい るのである。
『スンマ』は、それ を語 らず して近代会計学を語ることのできないほど
極めて重要な文献 なのである。
3著 者ル カ ・パチ ョー リにつ いて
3.1生 涯
パチョー リの生涯については、多 くの研究がなされている。資料4・5・6,7・8,9)
を参考に して彼 の生涯 について簡単 にま とめると、次 のようになる。
1445年 頃にイ タ リア中部のボル ゴ ・サ ン ・セ ポル クロの貧 しい家庭 に
生まれた。同 じ町の出身で、画家、数学者で あり、遠近法の研究 をした ピ
エ ロ ・デラ ・フランチェスカ(PierodellaFrancesca)が 有名である。パ
チ ョー リは彼か ら絵画 と数学 とを学び、多大な影響 を受 けたといわれてい
る。その頃パ チ ョー リは、ピエロ ・デラ ・フランチェスカ とともにサ ン ・
セ ポル クロか ら50マ イル離れた ウル ビーノに しば しば行 き、ウル ビー ノ
公 フェデ リゴ ・ダ ・モ ンテフェル トロ(FederigodaMontefeltro)の 蔵書
で構成 され る図書館 に自由に出入 りす る許可 を得て、よく利用 していた ら
しい。 ピエロ ・デ ラ ・フランチェスカは、パチ ョー リを建築家、画家、彫
刻家、音楽家、詩人、哲学者 として名声を得ていた レオン ・バ ッティスタ ・
アルベルティ(LeonBattistaAlberti)に 紹介 した。
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アルベルテ ィの紹介 によ り1464年19歳 で当時のイタ リアの中心地であ
るヴェネツィアに行 き、豪商の3人 の息子たちの家庭教師 となった。この
頃に簿記の知識 を吸収 し、数学研究を始めた といわれ てい る。
1470年25歳 の ときにローマへ行 き、フランチェス コ派僧団に入団 した。
その後イタ リア各地を移住 し、数学教師 としてペルージャ大学、ローマ大
学、ナポ リ大学で教鞭を とった。1490年 初 め頃に しば しばウル ビーノの
図書館 を訪ね、『ス ンマ』 出版の準備をすすめた。 その ときに、旧友 ウル
ビー ノ公 フェデ リゴの嗣子 グイ ドバル ド(Guidobaldo)と 親交を結んだ。
1494年49歳 のときに再び ヴェネ ツィアに行きパガニー ノ ・デ ・パガニー
二(PaganinodePaganini)の 工房か ら 『ス ンマ』を出版 し、大評判 を得た
とい うことである。 この頃のパチ ョー リの名声は高 く、 どこの大学の講義
も大盛況であった と伝え られてい る。そ して、『スンマ』 にたいへん興味
を抱いた レオナル ド・ダ ・ヴィンチ(LeonardodaVinci)と 知 り合 うこ と
になった。 レオナル ドとパチ ョー リの親交の深かったことは有名 である。
パチ ョー リは1509年 には、ユークリッ ド幾何学の翻訳 ・解説書 と 『神聖比
例』を同 じパガニー二の工房 より出版 しているが、『神聖比例』の本文71
章 と補遺20章 にある多面体の挿 図60葉 は レオナル ドの作品である10)。
1514年69歳 の ときに、ローマ法王 レオ10世 の招聰を受け、ローマ大学
で教授職 についた。 これは、彼に とってたいへん名誉なことであった と思
われる。
1517年72歳 でその生涯を終えたとされている†。パチ ョー リの遺言書が
現存 しているが、それによると彼は一生を通 じて独身であ り子供がなかっ
たので、 自分の財産 を甥 と甥の妻や娘 に相続す るよ う記述 している7)。
パチ ョー リの生誕地 であるボル ゴ ・サン ・セポルク ロでは、現在 、パ
チ ョー リの功績 をたたえて 「ルカ ・パチ ョー リ通 り」や 「ルカ ・パチ ョー
リ中学校」や 「ルカ ・パチ ョー リ商業専門学校」などの名前 がつけ られ、
この町の図書館では 『スンマ』の初版 が堂々と飾 られている7)。 また、パ
チ ョー リの記念碑 も建て られている。ボル ゴ ・サン ・セポル クロの人々が






『ス ンマ』 には木版 の装飾頭文字(omamentalinitial)のLが 刷 り込ま
れ(後 述)、 その中には僧侶 と思われ る人物が、開いた本の前に立っている
姿が描かれている。 これがパチ ョー リ自身を描いた ものであろ うといわれ
ている6)。
パチ ョー リの 肖像画で もっとも有名なものは、1495年 にヤ コポ ・デ ・バ
ルバー リ(JacopodeBarbari)に よって描 かれたナポ リ国立博物館 に掲
げ られている画である。この画には、パチ ョー リとグイ ドバル ドが描かれ
ている。パチ ョー リの右手は、ユーク リッ ドの幾何学図形を指示棒で示 し
ている。そ して左手は、開かれた本 の上にのせ られている。右前方の留め
金がかけ られ た厚い本が 『スンマ』であると考 えられている11)。
かつて ウル ビーノのサン ・ベルナルディーノ聖堂にあ り、現在は ミラノ
のブ レラ美術館に所蔵 されているピエ ロ ・デ ラ ・フランチェスカの 「聖母
子」には、6人 の聖者 と4人 の天使 に囲まれた聖母子 とウル ビーノ公 フェ
デ リゴが膝まついている姿が描かれている。その中で右か ら2人 目に立つ
殉教者聖 ピエ トロは、パチ ョー りの肖像であるといわれている12)。 ヤコ
ポ ・デ ・バルバー リの描いた 肖像画 と比較 してみ ると、両者は とてもよく
似 ている。
3.3呼 称
『ス ンマ』に著者名 として記述 されているのはFraterLucasdeBurgo
S.Sepulchriで あ り、 日本語にす ると 「ボル ゴ ・サン ・セポル クロ出身の
修道士ル カス」 になる。 姓をつけた名 はどこにも記述 されていない。
パチ ョー リの正式な呼称については、これ までに世界 中で様々な学術的
論争があった5,7,13)。 彼の他の著書にラテ ン語形のLucasPaciolusと い
う記述が見 られ るため、ラテ ン語形 はこのLucasPaciohlsで あ ることが
はっき りしている。問題はイ タ リア語形である。パチ ョーロ(Paciolo)か
パチ ョー リ(Paci・li)かで学説 は真っ二つに分 かれている。Pacioliと い う
一123一
の はイ タ リア語 名Pacioloの 複 数 形 であ る。
(1)パ チ ョー ロ説:単 数 形 のPacioloを つ けてLucaPacioloで あ る。
(2)パ チ ョー リ説:ル カ とい う名 前 をつ けて呼 ぶ ときは 、パ チ ョー リ家
のル カい う意 味 で複 数 形のPacioliを つ けてLucaPacioliで あ る。
現在 では どち らか といえば パチ ョー リ説 のほ うが主 流 であ り、 日本 に おい
て は一 般 的 にル カ ・パ チ ョー リ(LucaPacioli)と 呼 ばれ て い る。
4書 誌学的考察
当館が1998年 度の図書館特別資料費で購入 したこの第2版 と、初版 と
を書誌学的に比較検討 してみたい。
4.1初 版
当館 では初版原本 は所蔵 していないが、初版 のファクシミリ版14)が あ
るので これで確認 をし、 さらに様 々な書誌解題を参考に してま とめた。
初版 には3種 の異版が存在 していて、全体の28葉 に相違が見 られ る9)。
これ ら3種 は、かつて数学史家バルダッサー レ・ボンコンパー二(Baldassare
Bonconpagni)が 便宜的にA、B、Cと して分類 したが、今 日ではイタリアの
インキュナブラ所在 目録Indicegeneraledegliincunnabolidellebibliot㏄he
d'Italia(IGI)の 番号7132(=A)、7133(=C)、7134(=B)が区別




活字は15世 紀 に典型的 なゴシ ック体である9)。
[形態】
全体の丁数は4、[4]、224、76葉 で、紙葉の表裏 に印刷が されてい るが、
丁付けは紙葉表の右肩にのみ印刷 されている。
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まず最初の紙葉 はタイ トルページである。タイ トルページを含めて、前
付部分が8葉 あり、その次 に丁付 けを新たに して1葉 か ら224葉 までが第




第1葉 表の タイ トルページには、タイ トルがあ り、その下 に本書の 目次
(Continentiadetuttalopera)と い う見出 しがあ り、その下 に40行 にわ
たって 目次項 目が記述 されている。刊記は記述 されていない。装飾は全 く
な く、黒インクのみの1色 刷 りである。
[前付]
2集 義か ら4葉 表にかけてには ウル ビー ノ公 グイ ドバル ドへの献辞が見
られ る。その中で、 グイ ドバル ドの従兄弟であ りグイ ドバル ドの父 フェ
デ リゴの会計官であったオ ッタヴィアーノ ・ウバルデ ィー 二(Ottaviano
Ubaldini)、 ジ ョバ ンニ ・ピエ トロ ・ア ッリヴァベーネな ど、ウル ビー ノ
における友人たちの名前をあげて、彼 らの援助を感謝するとともに、誤 り
を指摘 し訂正す るように望み、拡大の必要があるときには補足す ることを
躊躇 しない よ うに、 と望んでいる11)。 出版 に必要な資金を提供 したマル
コ ・サヌー ト(MarcoSanuto)へ の感 謝の言葉 も述べ られてい る。マル
コ ・サヌー トは、名 門サヌー ト家の貴族で数学の教授でもあ り、後にアル
ドゥろ ・マヌティウス(AldusManutius)の 出版事業に も関わったことで
も知 られている7・9)。
献辞に続 く4葉 裏 か ら5葉 表にかけてはSummariodelaprimaparte
principaleと 題 して主要部分の概要を5つ に分けて述べている。
5葉 裏から8葉 裏 まではTauoladelaprimaparteprincipaleと 題 して各
紙葉の概要が詳細 に記述 されている。
【刊記]
第1葉 裏の最終行には、印刷年月 と印刷地 と思われる 「1494年11月 ヴェ
ー125一
ネツィアにて」 とい う記述が ある。1450年 か ら60年 頃にグーテ ンベル ク
によ り印刷術が発 明されたことを考 える と、印刷物 としてもたいへん貴重
な ものであ り、イ ンキュナブ ラの1冊 である。
第1部 の224葉 裏最終行 にも、印刷 年,月日の記述が見 られ る9)。
詳細 な刊記 は、奥書(colophon)に 記述 されてい る‡。奥書 によると、
初版は1494年11月10日 に、当時印刷 出版 の最大の中心地であった ヴェネ
ツィアでパガニ」 ノ・デ ・パガニー二によって出版 された。パチ ョー リとパガ
ニー二の関係は、1490年 代初めに ウル ビーノの司教 とな り法王イノセン ト
8世 の秘書官 を務めたジョバンニ ・ピエ トロ ・ア ッリヴァベーネ(Giovanni
PietroArrivabene)が パチ ョー リの友 人であ り、ア ッリヴァベーネ家の
一員 ジョルジオ ・ア ッリヴァベーネ(GiorgioArrivabene)が1483年 か ら
1486年 までパガニー二の共同経営者であったので、この 司教を通 じて 『ス
ンマ』出版の依頼がなされたもの と考え られ ているs,s・11)。『以後10年 間
は他の者 が再 出版 で きない、 とい う出版 上の特権が与え られている。そ
して、奥書の最後 の一文 「印刷工房で 日夜手伝いをして、自分 自身で正 し
く校正 した。(Acimpressoribusassistensdienoctuq【ue]propossemanu
propriacastigauit.)」 から、パチ ョー リ自身がこの出版 に大きく関わった
・ことがわかる。
【第1部1剰
本文の第1部1葉 は、3種 の異版によ り異なっている9)。
7132(=A):囲 み飾 り(border)あ り。パチ ョー リの肖像 を描 く装飾
頭文字L。
7133(=C):囲 み飾 りな し。頭文字Lは ガイ ドレターのみ。
7134(・=B):囲 み飾 りな し。植物文様付 きの装飾頭文字L。
ファクシ ミリ版では、木版の唐草風の囲み飾 りがあ り、活字 は赤 と黒の
2色 刷 りで、パチ ョー リと思われ る僧侶の姿の装飾頭文字Lが 刷 り込まれ
てい る。 ファクシ ミリ版の第1部 ユ葉 には、7132(=A)の 紙葉を用いて









Summadearithmeticaと 金で印字 されている。表紙の左の上端 には、獅
子の絵柄 の入 った図書館の配架 ラベル らしきものが貼付 されている。比較
的新 しい19世 紀の製本 と思われ る。 隅 と背表紙の上は、少 々擦 り切れて
いる。
タイ トルペー ジ と第1部1葉 表 には木版 の唐草風の囲み飾 りがあるが、




様である。よく見 るとこの修復部分 は、破れてなくなって しまった部分 を
別の紙(フ ァクシ'ミリ複写か)で 補 って修復を しているように思われ るa,
また、最後の3葉 には小 さな穴が貫かれ ていて、本文の一単語にかかって
い る。その他に 目立つ破損はなく、保存状態 は良好であるといえる。
【料紙 ・活字]
料紙 には手漉きの木綿紙 を用い、インクは植物性で とて も鮮やかであ
る6)。
活字はゴシック体であるが、ス ト白一クの先端がい くらか二又 に割れて
お り、16世 紀風のゴシ ック体 といえる9)。
【形態]
全体の構成は、初版 と全 く同様 であ る。全体の丁数 は4、[4]、224、76
葉 で、表裏に印刷 されているが、丁付けは紙葉表の右肩にのみ印刷 されて
いる。本書 を開 くと最初の紙葉はタイ トルページである。タイ トルページ
を含めた前付部分が8葉 ある。次の第9番 目の紙葉か らは本文 になってい
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て、新たに1か ら丁付けが始ま り、1葉 か ら224葉 までが第1部 である。そ
の後、新たに丁付けが始ま り、1葉 から最終葉の76葉 までが第2部 になっ
てい る。
大 きさは30cmで ある。前述 した ように製本のために裁断 されてい るの
で、アンカ ットのものは恐 らくもう少 し大 きい と思われる。厚 さは、製本
部分を除 くと約4cmで ある。
1紙 葉には最大58行 と見 出 しが刷 り込まれている。
欄外には全体を通 して、木版の幾何学図形が多数刷 り込まれている。初
版 と比較 してみ ると、挿図の内容は全 く同 じであるが、よく見ると別の版木
を使用 している と思 われる。第1部36葉 裏 には一面を使用 して、指を折っ
て数 を表現 した手の図(相 場などで使用す る手振 りのよ うに思われ るが、
未調査である)が9つ ずつの4列 、合計36図 あ り、それぞれ1-9、10-90、
100-900、1000-9000の 数 と対応 してい る。図版 として見ても、たいへん
面 白いものである。 また、第1部82葉 表では一面 を用いて、Proportioet
proportionalitasと 題 され た比 と比例の樹形 図が赤 と黒 の2色 刷 りで印刷
され ていて、とても美 しい。
[タイ トルペー ジ]
第1葉 のタイ トルページには、前述の ように唐草風の模様の囲み飾 りが
つけられていて、赤イ ンクでタイ トルが印刷 されている。その下は、赤イ
ー ンクで逆三角形をかたどるように活字が並べ られ
、 トスコラー ノで新たに
印刷 された とい う記述 と、当地の風景描写が延 々と続いている。 このよう
に印刷地の風景や風物の描写をす るとい うスタイル は、当時の出版物によ
くあ るものなのだろ うか。 タイ トルページにはその他の刊記はな く、続 い
て本書の 目次(Continentiadetuttalopera)が 記述 されてい る。 目次の
見出 しもまた赤イ ンクで印刷 され、その下に 目次項 目を黒イ ンクで、2段
組みに して記 している。デザイン的 に見て も非常に美 しい。初版のタイ ト
ルページはこれ とは対照的に、囲み飾 りはなく、黒インクのみ を用いてい
る。初版 と第2版 出版の30年 の間に、書物 としての体裁が格段 に整 えられ
た ことが うかがわれ る16)。 書物の身元を明示す るタイ トルペー ジは1475
年か ら1480年 にかけて登場 したと考えられ る17)。 この初版 と第2版 の タ
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イ トルページの違いは、タイ トルページが成立する過渡期の1ペ ー ジを垣
間見ているようで、 とても興味深い。
[前付】
初版 と内容 が全 く同様 なので、ここでは省略 したい。
[刊記】
初版 にあった1葉 裏の印刷年月 日の記述が、第2版 には存在 しない。
、第1部224葉 裏最終行には、印刷年月 日の記述が見 られ る。 「1523年11
,月10日_20日(dedmanovembris.,.dievigesima一.M.CCCCC.xxiij)」
となっている。 この月 日部分は初版 と同 じである。奥書(以 下に詳述)の
月 日とは異な ることか らみても、年部分 だけは変更 したが、月 日部分の活
字 は誤って初版の月 日で印刷 したと思われ る9)。
詳細 な刊記は、第2部 最終葉である76葉 にある奥書 に記述 されている。
奥書の21行 目までは初版の刊記がそのまま記述 されている。そして、1行
分のスペースを空けて22行 目か ら25行 目まで、第2版 についての刊記 が
付 け加え られた形 になっている。奥書による と、第2版 は初版か ら約30年
後の1523年12月20日 に、場所 を移 してベナチェンセ湖畔の トスコラーノ
(InTusculanosularivadillac6Benacense)で初版 と同 じパガニーノに
よって印刷 された(EtperessoPaganinodinovoimpressa.)。前置詞 の
perは 当時のイタ リア語において 「～に よって」 「～に代 わって」「～のた
めに」などの多 くの意味がある。また、代名詞 のessoも 形容詞的用法や強
調の用法などが考え られ る。 よって、この一文は 「彼パが二日ノによって
新たに印刷 された」、「かのパガニーノに代わって新たに印刷 された」、「か
のパガニー ノのために新たに印刷 された」な どのよ うに解釈が様々にでき
る。 また、その他 の周辺の書誌学的考察か らも、第2版 が初版 と同 じパ が
二一ノによって出版 された とい う説 と、パガニー ノの息子で共同経営者 で
あるアレッサン ドロ(Alessandro)に よって出版 された と推定する説の両
説がある9)。 奥書に もタイ トルページ と同様に、出版地 トスコラー ノの風
景描 写が記述 され てい る。
パチ ョー リが1517年 頃に亡くなったことを考えると、第2版 は死後に出
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版 され たことにな り、著者 による校訂はなかったものと思われ る。
【第1部1葉]
第1部1葉 には木 版 の囲 み
飾 りがあ り、活字が赤 と黒のイ
ンクの2色 刷 りになってい る。
上か ら5行 目冒頭部分 には、12
行分の高さのパチ ョー リらしき
解 の木版装飾頭文字Lが 印刷 総
されている。これ らのことか 轟難
ら、第2版 は7132(=A)に 基
づいて組版 を行った と考え られ





4.3初 版 と第2版 の比較.
初版 と第2版 はどのような違いがあ るのか。初版のファクシミリ版 と第
2版 とを手元に比較 を試みた。他の書誌解題を参考にしなが ら違いをま と
め ると、次の ようになる。
(1)第2版 は活字、木版 による頭文 字(initialletter)が 新 しくされ てい
て、初版 に比べ ると文字が読みやす くなっている9)。
(2)各 章本文の頭文字は、第2版 のほ うが装飾頭文字が少 なくなってい
る15)。
(3)初 版は ヴェネツィア地方の方言 によって多 くの略語が使用 されてい
て、非常に難 解であ るが、第2版 では標準のイ タリア語へ修正 され
ているものが多 く、初版 に比べ る ととて も読みやす くなってい る。
[例】po→pero(し か し)、c6→con(と もに)、pip→piper(胡 椒)
な ど1)
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(4)句 調点 が見易 く変え られ た箇所があ る15)。
(5)初 版 にあった誤植 が第2版 では修正 されている15)。
(6)初 版 は、固有名詞の頭文字 は小文字が多かったが、第2版 では大文
字に修正 されているものがある15)。
(7)図 版 の版木 は、初版 と第2版 では別のものが使用 されている。
(8)第2版 では段落記号 とキャッチワー ド§が印刷 されている9)。
(9)折 記号が若干異なる9)。
初版 と第2版 には このような違いがあるが、全体の紙葉数は変わってい
ない し、文章もほ とん ど変わっていない。第2版 は、当時の印刷事情や趣
向を考慮 して組版 を行 ったものであ り、全体的に16世 紀風の姿 に改版 さ
れた とい うことがで きる9)。
5言 語
当時の ヨー ロッパでは、ラテ ン語が知識階級の共通言語 であ り、法令、
証書、年代記な ど社会的に重要な文書は もとより、著作、討論 、説教な ど
には、ほとんどラテン語が使用 されていた。 しか し、『スンマ』で使用 され
ているのはラテ ン語ではな く、庶民の言語である当時のイタリア語である。
パチ ョー リは献辞の中で、この ように述べてい る。「多勢に対 しはっき りさ
せ るために、ラテン語による、あたかも時間の無駄の ような難 しい語句を使
わず、民衆への理解 にす ぐれた、(書 物に)稀 な言葉 を使 う15)。(Eperche
alitemp童nostrilachiaranotitiadelorscabrositerminifralilatiniquasi
edeperdita,perlararitadebuoniperceptorichelademostrino.)」。 彼
は、貴 族だ けに ではな く多 くの一 般の 人 に この書 を理解 して ほ しいが た め
に、 あ えて ラテ ン語で は な くイ タ リア語 を使 用 したの で あ り、 これ は 大 き









第1部 第9編 論説第11「 パチ ョー リ簿記論」については、16世 紀以後全
ヨー ロッパへ伝 えられ、影響 を受けた簿記書が次々に出版 された。そ して、
19世 紀 に入ってか ら次々に翻訳書が出版 され、今 日までに英語で4冊 、日
本語で4冊 、イ タ リア語で3冊 、ロシア語で3冊 、チェコ語で2冊 、 ドイ
ツ語 で2冊 、スペイ ン語で2冊 、中国語で2冊 、オ ランダ語で2冊 、 フラ
ンス語で2冊 、ポーラン ド語 、ルーマニア語、 トル コ語、ポル トガル語で
各1冊 ずつ、と非常 に多 くの言語の翻訳書が出版 されてい るのである18)。
世界 中の会計学に莫大な影響 を及 ぼ したことを物語 っているといえよ う。
なお、当館が1999年 度図書館特別資料費で購入 したエル ヴィン・ゲル ト
マ ッハー(ErwinGeldmacher)教 授の旧蔵書 の中に、 ドイツの会計史学




『ス ンマ』は、初版、第2版 ともに印刷部数はまったく不明である。 当
時の書物の平均的な発行部数は、1480年 か ら1490年 頃には400部 か ら500
部、16世 紀初頭は1000部 から1500部 といった ところで、また時にはそれ
よ りはるかに少ない事例があった17)と 考 えられている。資料19)に よる
と、『スンマ』は初版が99部 、第2版 が36部 残存 してい るといわれている。
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